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杉並区図書館ネットワーク講演会
「ことばと文字とテクノロジー」
鈴木　哲也 *
開催日時：1年 1月 日　午後 時～ 時 分
開催場所：明治大学和泉図書館　和泉図書館ホール
司 会（折戸晶子：明治大学和泉図書館事務長）　皆さん、こんにちは。お時
間になりましたので、これから杉並区図書館ネットワークの講演会を始
めさせていただきたいと思います。本日、司会をさせていただきます明
治大学和泉図書館の折戸と申します。よろしくお願いいたします。
 まず初めに、杉並区図書館ネットワークの関係としまして杉並区中央図
書館の岡本次長様からご挨拶を頂戴したいと思います。
【挨拶】岡本幸子（杉並区立中央図書館次長）
皆さま、こんにちは。私、荻窪にございます杉並区立中央図書館からり
まいりました次長の岡本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
本日は､杉並区図書館ネットワーク連携の「ことばと文字とテクノロジー」
講座にご参加いただきまして、ありがとうございます。
杉並区の図書館ネットワークですけれども、平成 1年に杉並区立図書館
および杉並区内にある大学、短期大学図書館が協定を結んで、所有する情
報資源を有効に活用して相互に協力して、区民の利便性の向上と図書館活
動の充実を図ることと、生涯学習の発展と大学、短期大学の教育・研究の
* すずき・てつや／明治大学図書館副館長／法学部教授
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2発展に寄与することを目的として組織化しました。
協定館は、明治大学和泉図書館さんと、女子美術大学杉並図書館、高千
穂大学図書館、東京立正短期大学図書館、立教女学院短期大学図書館と杉
並区立図書館でございます。相互の協力を円滑に推進するため、協定間では、
今日のような講座と、杉並区図書館ネットワーク会議というのも年に数回
開催しております。そのほかに、大学図書館めぐりなどの事業も行ってお
ります。今後とも、杉並区図書館ネットワークで紡いだご縁を大切にしな
がら、利用者の利便性の向上、生涯学習の発展に寄与することを念頭に取
り組みを進めてまいりたいと考えております。
以上をもちまして、簡単ではございますが、私からのご挨拶とさせてい
ただきます。
本日は、どうぞよろしくお願いいたします。
司会　ありがとうございました。
 それでは、さっそくですが講演会のほうに進めていきたいと思います。
本日の講演は、明治大学法学部教授であり、現在明治大学図書館の副館
長を務めております鈴木哲也先生にご講演をいただきます。それでは先
生、どうぞよろしくお願いいたします。
3
「ことばと文字とテクノロジー」
鈴木　哲也（明治大学法学部教授）
1．はじめに
こんにちは。初めまして、鈴木と申します。よろしくお願いします。
仕事が仕事ですから講義には慣れているのですが、講演会は初めてでし
て、要領がわからず、少々、緊張しております。お渡しした資料も講義の
資料のようで甚だ無粋なもので申し訳ありません。なぜここに立たせてい
ただいているかというと、いまご紹介いただきましたように、たまたまこ
の図書館の仕事をやらせていただいていて、図書館長と、いまご紹介いた
だいた折戸事務長からのご依頼がありましたので、お引き受けした次第で
す。どうせやるなら思い切って、以前から考えていたことをお話ししよう
と思って、少々、大き過ぎるのですが、ご覧のトピックを設定しました。
私は明治大学に勤めてから 年近くになりますが、近年、特にここ 
年から 年ぐらいの間に、学生が大きく変わったなと思っています。性格
とか､ 人柄とか、そういうことよりも、育ちのプロセスで身につけてきた
教養のベースが違っている、そう感じています。私の教養のベースはもち
ろん「本」ですけれども、いまの学生は本ではないなということをひしひ
しと感じています。今、学部でゼミを担当しています。ゼミで課題の本を
読ませ議論をさせようとするのですけれども、なかなか議論が活発になり
ません。けれど、いったんトピックが映画、アニメ、コミック、などにな
ると、ふだんは自分から発言しないような学生も、「あっ、あの人物はこう
だったよね」といった具合に、アニメのキャラクターであるとか、コミッ
クの主人公であるとか、具体的な例がどんどん出てきて、議論が活発にな
ります。今の学生の言葉を使えば、お互いに「絡んで」実に生き生きと議
論をするのです。そうした様子を見ていると、映画とかアニメとかコミッ
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4クとか、そうした新しいメディアになじんでいる度合いが非常に高いと感
じます。
大学で学ぼうかという学生はみんな一定程度は本を読んでいるだろうと
考えがちですが、どうも違うようです。そういう新しい世代に対応しなけ
ればいけないと、常日ごろから考えさせられてはいます。ですが、だから
といって文字がつくりだした豊かな富を軽視して良いなどとは、全く考え
ていませんので、今日は、映像文化のことではなくて、むしろ「文字」が
生みだした文化について、もう一度考えてみたいと思います。何しろ、考
古学的研究の問題である紀元前 年ぐらいの文字の発生から 1世紀
までを 分間でたどろうという、はなはだ乱暴な試みです。今日は一応「文
字」の発生から「ラジオ」が誕生するまでを資料にしました。そして、「メディ
ア」ということばが一番大切なキーワードです。
「文字」というのは人間にとって非常に重要なものです。文字が誕生して、
同一の情報を広範囲に伝達することができるようになったわけですが、こ
れは文字がなければ、まず無理なことだと思います。文字の前は口承文化
でした。つまり、部落なら部落の長老が若い人たちに、部族の歴史や、掟
を口伝えで伝えていったわけですけれども、口伝えで伝えていくのでは地
理的にどうしても限界があって、一定以上に社会が広がって行きません。
ですが、文字があれば、飛躍的に広い地域に同一の情報が行き渡るように
なり、社会の規模も拡大してゆきます。
．文字の発生
お手元の資料をご覧いただきたいと思います。そこに「ブッラとトークン」
という写真を載せておきました。はっきりしたことはわからないみたいで
すけれども、これが人間が文字を持つきっかけになったものであろうとい
われているものです。これは考古学的な領域の研究です。
話が少しそれますが、私ははなはだローテクな人間ですので、授業でパ
ワーポイントは使いません。同僚の話を聞くと、パワーポイントを授業で
使うと、学生たちは自分でノートとらずに、ディスプレイに映し出された
5
画面を携帯でパシャパシャ撮って、それで終わりにするのだそうです。望
ましくない情況だろうと思います。授業を聞きながら内容の重要性を判断
しノートに書きとめる、それは非常に知的な行為なのではないかと思って、
ローテクで授業をやっている言い訳にしております。
ともあれ、資料に円形や半円形のおはじきのような形のものの画像が印
刷してあります。これが「クレイ・トークン」と呼ばれるもので、幅 1㎝か
ら ㎝程度の平べったい素焼きの土器でできたものです。かつてのシュメー
ル、いまのイラクあたりで文明の発祥の地といわれるようなところで発掘
されました。最初、これが何に使われたのかわからなかったらしいのですが、
この地に農耕文化が発達したときに、収穫物を管理するために使われたも
のだろうと推測されています。このトークンを使って収穫量を表したわけ
です。
その横にブッラという球状のものがあります。直径 1㎝ぐらいで、野球
のボールほどの大きさです。この球体はなかが空洞になっているそうです。
その中にクレイ・トークンを入れて保管して、農作物の収穫高であるとか、
家畜の頭数であるとかを管理したようです。
クレイ・トークンで数値を記録し、ブッラの中に入れる。このブッラという
球体を並べたものが、いわば、財産目録だったわけです。ですが、このよ
うに使っているうちに、次第にブッラという球体の表面に直接トークンを押
しつけて刻印を付けるようになったらしいのです。資料でははっきりわか
らないかもしれないのですけれども、球体の一部に 本の線が入っていま
す。それが刻印の部分で、どういう品物の数がそこで管理されているかが
わかるようにしていたようです。古代の人はそこでハッと気が付いたよう
です。この球体のなかに何も入れなくても、平べったい粘土板をつくって、
そこに刻印をしていけば、それでいいではないかと。そこでトークンという
おはじきのようなものを使うのではなく、それを平面に押しつけて記録を
残しはじめたようです。これが、文字が生まれてくる一つのきっかけであっ
ただろうと、いま推測されているようです。ただし、何しろトークンという
のが使われ始めたのが紀元前 年ぐらいで、その数が増えて多様化す
るのが紀元前 年ごろということなので、なかなか事実として確定で
きないらしいのですが、いまはそう推測されているようです。
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6さて、そのように文字は生まれ発達し始めます。人間が手にした体系化
された文字の一つが楔形文字です。資料に「ハムラビ法典」の写真を載せ
ておきました。左側の写真は有名なハムラビ王の王権叙任の浮き彫りです。
その下に条文があって、準備した資料ではまったく見えないですが、石版
に楔形文字を打ち込まれ法律が書かれています。今の『六法全書』のよう
なものでしょうか。一貫した同一の法が施行されることによって、ある地
理的な広がりが一つの共同体になります。ですから、どこまで幅広く同一
の情報を伝えることができるかということが、社会をつくるときの重要な
ポイントです。それを可能にするためには、同一の情報を正確に遠くまで
伝達するための何らかの手段がなければなりません。今日のように音声や
映像を瞬時に世界のどこにでも伝えることのできるテクノロジーがなかっ
た時代には、この文字とそれを記録する媒体としての石版は、情報をいさ
さかも変化させずに伝達するための優れた媒体、言い換えれば「メディア」
だったのだろうと思います。当時、この法典を目にした人たちはどう感じ
たでしょうか。きっと、インターネットの登場を目の当たりにした私たち
と同じように、新しいメディアの登場に驚き、同時に、そのメディアを駆
使する王国の権力と権威を強く感じたのではないかと思います。私たちの
時代から見ればきわめて素朴です。けれど、ハムラビ法典が刻まれた石版
や粘土板は人間が手にした初期のメディアであると言うことができると思
います。そして、この文字とそれを広範な地域に広めるためのメディアを
手にしたために、古代のバビロニアのような王国が形成できたのかもしれ
ません。少なくとも、一つの王国の統治の正当性を保証し権威づけるシン
ボルとして、文字が刻まれたこの石版は機能したはずです。
先ほど、ハムラビ法典を六法全書のようなものかもしれないと、少しふ
ざけた言い方をしました。けれど、ハムラビ法典が刻まれた石版と現在の
六法全書とを比べると、情報を伝達する媒体としてのメディアというもの
の重要性がはっきりわかると思います。
私は法学部で授業をしていますが、真面目な学生は通学用のデイパック
を背負い、『六法全書』を持ち歩いています。書籍としては分厚く相当な重
さです。そういう学生に出会うと「ご苦労さんだな ･･･」と、ほほえまし
7
い気分になります。けれど、もし、それが石版だったら、と考えると「紙」
というメディアのありがたさがよくわかる気がします。そこで、次に私た
ちに最もなじみ深い、紙に印刷された文字について考えることにします。
．印刷技術とルターの宗教改革
文字がものすごく力を発揮して、いま私たちが住んでいるような近代的
な国家が成立するためには、印刷技術が極めて重要な役割を果たしたとい
われています。
印刷技術の前には写本がありました。もちろん、元になる本を手で一文
字一文字書き写す手法です。中世の修道院などで、聖書を中心とした重要
な書物を人が筆写をして写していくわけです。1世紀ぐらいになると、写
本でひとつのマーケットがヨーロッパに成立していたようです。
写本には非常にきれいなものがあって、有名なものとしては 世紀ぐら
いに成立したアイルランドの『ケルズの書』という新約聖書の写本があり
ます。本当にこれは素晴らしいもので、人間の手の技というのは、ものす
ごいものだなと思います。鮮やかな彩色が施された図像があり、非常に美
しく装飾的な文字があり、聖書の威光をなんとか書物の形に再現しようと
したわけです。書体は日本的な書の世界とはずいぶん趣は異なりますが、
人の手によって丹念に書かれていて、聖書の内容を正確に、また、神の栄
光を何とか伝えようとする書記たちの願いが一見して伝わってくるような
気がします。
こうした写本文化が作りあげられる中心は､ 修道院などの特別な書物を
書き写す部屋でした。資料には「書記の仕事場」のイラストを載せました。
そんなふうに特別な部屋をあてがわれて、そこで書記と呼ばれるような人
たちが毎日、聖書やその他中世の知的な世界を構成するために重要な本を
書き写していたようです。
これは後になると写本業者の工房として民間に広がっていって、そこで
大量に写本が作成されていったようです。はっきり調べていませんけど、
イタリアのメディチ家なども大量にさまざまな写本を集めて、大きな図書
館を個人で作ったということです。
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8さて、こうした写本文化は印刷技術の登場とともに衰退してゆきます。
いよいよ新しい私たちが生きている現在に直接つながるメディアの登場で
す。テクノロジーは私たちにさまざまな恩恵を施してくれますが、残酷に
古いものを滅ぼしても行きます。かつて、ワード、エクセル、パワーポイ
ントといった新しい表現ツールが広まった時期に、ある年齢を過ぎていらっ
しゃった方がなかなか新しいテクノロジーを自分のものにできず、いわゆ
る、「窓際」に行かされたことがあるなどという話も聞いたことがあります。
写本文化を支えていた書記たちも同じことでした。彼らは印刷技術という
新しいテクノロジーが作りだした印刷メディアに駆逐され、社会から消え
てゆくことになりました。
私は、パワーポイントを使いません。幸いかなり自分の裁量に任せても
らえる仕事なので、何とか職は失わなくてすんでいますが、一般の企業だっ
たら、きっと許されないのだろうなという気がします。もしかしたら、自
分は絶滅危惧種に近い人間なのかもしれないと思うこともあります。
この新しい技術を確立したのが、ご存知のように、グーテンベルクでした。
この人が 1年ごろに活版印刷技術を確立するらしいです。この人の活
版印刷技術で注目すべきものが「可動活字」で、読んで字の如く、動かせ
る活字です。それ以前の印刷技術としては、木版印刷がありました。木版
というのは、いったん彫り込めば何枚も複写できるわけですけれども、木
ですから、何枚も複写しているうちに傷んできて文字が不鮮明になっていっ
てしまうとか、1枚ならそうではないかもしれませんけれども、1冊の本を
全部複写するための木版を彫るのは容易なことではなくて、長期間にわた
る仕事になります。それが、可動活字というものが出てくることで一気に
効率化が図れることになりました。
イラストを見ればおわかりになると思うのですけれども、可動活字とは
アルファベットの 1文字ずつを、個別の活字としてつくったものです。個
別の活字ですから、任意の順番に並べ組み合わせることができて、どんな
言葉でも印刷し無限に文書が再現できるわけです。
また、ローマンアルファベットを考えると、漢字に比べればきわめて文
字数も限られていますから、可動活字の機能がよりいっそう発揮されます。
9
いろいろな記号がありますから単純に計算できないのですが、アルファベッ
ト 文字、大文字も必要ですから単純に考えて 文字、ピリオドとかク
エッションマークとか、そういう記号を付けて から ぐらいでしょう
か。原理的に考えてみれば、最低限、約 ～ ぐらい活字を準備すれば
無限に本を複製できます。平たい木枠の中に活字をはめていって単語を再
現して、そこにインクを塗って、それに紙を押し当てるというやり方をす
るわけです。
資料に活版印刷の工房の様子を描いたイラストを入れておきました。印
刷機全体の構造は、ワインを作るためのブドウ絞り器が元になったようで
す。イラストでは床にデスクのようなものがあり、その上面に活字をはめ
込んだ木枠を置く。このデスクのトップと平行に紙を固定した面があり、
それは、さらにその上の方に出ている取っ手を回すことでデスク上の版に
強く押しつけることができる。そのような構造になっていたようです。イ
ラストでは男性が力をいっぱいに取っ手を引いて、紙をインクを乗せた版
に押しつけている情景が描かれています。こうすることで、手で描き写す
とか、木版を掘って印刷するよりも、はるかに速くて正確できれいな印刷
が可能になったようです。
同じようなアイデアはグーテンベルク以外にも何人かが持っていたよう
です。ただ、グーテンベルクがいち早くこのテクノロジーを開発して活版
印刷技術を確立していったようです。
グーテンベルクというのは非常に職人的な人で、仕事が緻密だったよう
です。資料に載せた写真ではわかりづらいのですけれども、印刷された聖
書はきちんと左右の端が揃っています。グーテンベルクは、文字を印刷す
る活字だけではなく、活字と活字の間隔、また、単語と単語の間を繊細か
つ微妙に調整するための部品も作って、実際の印刷を行ったようです。先
ほど、大雑把に ～ ほどの活字があればなどと言ったのですが、それ
だけでは十分ではなく、美しい書物をつくるためにいろいろな工夫をして
印刷をしていたようです。有名な「グーテンベルクの聖書」もそのように
して印刷されたということです。こうした技術が成立して、書物を作るた
めに人間が筆写をするという作業から次第に解放され、より速く、より美
しく、しかも誤りのない書物を幾つでも複製することが可能になったわけ
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10
です。
こうして生まれた印刷技術が西洋の社会に大きな影響を及ぼすのが、グー
テンベルクよりも 1世紀近く後に生まれた、ご存じのマルチン・ルターです。
プロテスタントのキリスト教の伝統をつくり上げていく人ですが、ある学
者によれば、印刷技術がなければ、プロテスタントの宗教改革は考えられ
なかっただろうということです。なぜ印刷機がそこで威力を発揮したかと
いうと、ルターが当時のドイツ語で聖書を翻訳し、これが、神と個人の直
接的な関係を重要視するプロテスタントの信仰の基盤を作っていったから
です。そして、多くの人々に聖書が行き渡るためには活版印刷技術が必要
だったわけです。「ルターが世界史上最初のベストセラー作家であった」と
ユーモラスに表現されることもあります。
もちろん、ルターの登場以前、すでにヨーロッパにはキリスト教が広がっ
ていて、ヨーロッパという広大な地域全体にゆるやかな文化的一体性があ
りました。ただ、この頃、聖書は、おおむね、ラテン語版のものが使われ
ていて、限られた聖職者、いわば、当時の知識人だけが読めるものでした。
ラテン語というのは、フランス語やスペイン語やイタリア語のものすごく
古い形と考えればよいかと思います。その言葉によって聖書がギリシャ語
やヘブライ語などから翻訳されました。ラテン語は、当時、ヨーロッパの
知識人の共通語でしたからラテン語が読める知識人たちの間でネットワー
クなどができて、ヨーロッパに非常に大きな知的文化圏を構成していたよ
うです。 資料に印刷した地図には現在の国家が国境線によってはっきりと
示されていますが、当時は現在のスペインも、フランスも、ドイツも、イ
ギリスもなく全体として緩やかな一体性がありました。もちろん、諸王の
間で戦争はありましたが、それでも姻戚関係などによって一定の横のつな
がりを維持していたようです。
そうしたヨーロッパに広がっていたカソリック教会が徐々に堕落をして
いったようです。その象徴でありルターの激しい攻撃の的であった、いわ
ゆる免罪符、罪が許される御札のようなものを教会が売り出すということ
をしていたわけです。この免罪符は相当悪用されていたようです。初期の
印刷工場にとっては、この免罪符の印刷が重要な収入源になっていたらし
11
くて、たくさん発行されていたそうです。今なら「レイプ犯」と呼ばれる
ような人物さえ、免罪符を一枚買っただけで許されてしまうというような
極端な例もあったようです。王侯などが戦費を調達するときに教会に免罪
符を売らせたこともあったようです。
ルターの父親は鉱山を経営する実業家で、息子のルターが跡を継いでく
れるものと思っていたようです。ところが、ある時、外出している最中に
突然雷が鳴ってきて、怖くて怖くて仕方がなかったルターは、木の下に隠
れて、あまり不安だったので、「神様、助けてくださったら、私は神様のた
めに一生仕事をします」と誓ってしまったらしいのです。そうしたら無事
に助かってしまったので、父親の期待を裏切って、実業の世界ではなくて
宗教の世界に入っていったようです。真面目な人だったのだろうと思いま
す。有名な肖像を資料に載せておきました。このふてぶてしいほどに落ち
着きはらった表情の男性が、雷が怖かったのかと思うと少し親近感がわき
ます。
そうして宗教の道に入ったルターが、当時の教会のあり方への義憤に駆
られていくわけです。有名な抗議文をヴィッテンベルク城に付属した教会
のドアに打ち付けて、当時の教会を真正面から批判します。そこから、今
ではプロテスタントと呼ばれるような、カソリックとは一線を画すキリス
ト教の動きが出てくるわけです。
ルターは、信仰を一部のエリートの手に収めておくのではなくて、民衆
がきちんと神のことばに触れることが大事であると考え、聖書の翻訳にと
りかかったようです。そうしたルターの存在は相当危険視され、命も狙わ
れたようですけれども、当時の政治情勢の中でルターを守ろうとする人た
ちもいて、さまざまな場所でかくまってもらいながら翻訳の仕事を続けた
ようです。
ルターの翻訳は歴史的文脈のなかで考えると、途方もない意義を持った
行為でした。先ほどもいいましたように、ラテン語とキリスト教によって
緩やかな一体性を保っていたヨーロッパのなかに、ルターが聖書を現在の
ドイツ語で翻訳することで、ドイツ語を共通言語とする人間の集団が形成
され始めたわけです。言い換えれば、ヨーロッパの緩やかな一体性から徐々
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に、現在の国家が確立し始めたわけです。
ルターの翻訳が完成するのは 1世紀の半ば頃のようです。同じ頃、現
在のイギリスではスペイン王家を後ろ盾にしたカソリック教会から分離し、
ヘンリー八世がイギリス国教会を成立させます。また、イングランド王だっ
たヘンリー八世はウェールズを併合し、元々土着の言語をもっていたウェー
ルズにおいて、行政と法廷の言語はイングランドのことばを使うことを法
で定めています。
ルターの聖書の翻訳はこうした大きな歴史の流れのなかでなされたもの
で、きわめて大きなインパクトがあったわけです。ことばというのは、人
と人とをつなぐ一番基本的な要素だと思いますので、何語を使うかという
ことは社会秩序を維持するうえで最重要なことだと思います。
私は「ことば」を扱う領域で仕事をしています。すると、どうしてもこ
とばというのはどうして生まれてきて、どんなふうに発展してきたのかと
か、そのことばがどんな形で人と人との間に流通していったのだろうかと
か、どうしても興味がわきます。そして、そうした立場で歴史を見ていると、
今では当たり前のものとして受け入れられていることも、長い歴史の時間
を経てやっと成立したのだというのが、時々、見えてくる気がします。近
代的な国家と呼ばれるものも、この時代から徐々に成立していくわけです。
ルターによる聖書の翻訳という事業は、ヨーロッパ全体にあったラテン
語を中心とした緩やかな共同体という意識のなかに、いまでいうドイツ語、
フランス語、英語のような地域のことばを核として、もう一回あらためて
共同体を構築し直すための、ひとつの契機であったと言えると思います。
そこから現在の国家というものが立ち上がってきたのだとしたら、信じが
たい意義を持った翻訳でした。もう一つ考えておきたいのは、ルターの聖
書の翻訳に端を発する個人の教会による支配からの脱却ということです。
ルターの時代に限らないのですが、キリスト教の信者は教会で行われる
ミサに出て祈りをみんなであげます。その際、聖書が各国語に翻訳される
前は、聖職者たちはラテン語の聖書を前に置きながら民衆にわかることば
で説教をし、この説教を聞いて民衆はキリスト教を理解していったようで
す。ところが、聖書がラテン語で書かれていたら、地域の人たちには聖職
13
者がラテン語の本を読みながら語ったことが、本当かうそか自分では判断
がつきません。つまり、自分の地域を統括する聖職者の言うことを信じな
ければならない。そういうことがあったようです。これはある意味で教会
が信者を一方的に従属させているということです。もちろん教会は個人の
魂を救ってくれるのですけれども、それは個人を教会という組織、教会が
統括する地域というものから放さない、ある種の支配の構造でもありまし
た。ルターの聖書の翻訳はそこから個人を解放していくということにもつ
ながって行きます。
自分のことばで書かれている聖書を自分で読めば、一人ひとりの理解が
可能になります。教会で聖職者が誤ったことを言ったときに、それは違う
と一般の信者が言う可能性が生まれます。つまり、個人が教会という大き
な権威を批判することを可能にしていったのが、ルターの聖書のもう一つ
の意味のようです。西洋の基本的な人間のあり方を「個人主義」と呼ぶこ
とがあります。この西洋的な個人主義のひとつの淵源がルターの聖書の翻
訳だとも言われることがあります。もちろんギリシャの昔から、際だった
個人はいます。ただ、今見てきたような歴史のプロセスの中で、エリート
層ではなく、教会の下に従属していたごく一般の人々が、次第に精神的に
教会から自立していき後の民主主義を準備したことが重要だと思います。
さて、話をもう一回グーテンベルクに戻します。グーテンベルクが活版
印刷技術を完成させたわけですが、現在でも同じことで、何か起業すると
きには出資者が必要です。グーテンベルクは技術的には長けていたが商才
があったわけではなかったようです。そうしたグーテンベルクに資金を提
供していたのが、ヨハン・フストという人物です。さっき、ルターがヨーロッ
パで最初のベスセラー作家だったと言いましたけれども、ヨハン・フスト
という人物が、ヨーロッパで最初の成功した出版業者だと言われています。
この人は、グーテンベルクの技術に注目して資金を提供して開発させて、
グーテンベルクがつくった書物を、ヨーロッパで売りさばいていました。
ところが、徐々に収益が上がってくると、グーテンベルクとフストの間に
不和が生まれてきて訴訟沙汰になっていきます。ヨハン・フストは、裁判
で争うなかでグーテンベルクとは決裂して、グーテンベルクの工房にいた
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優秀な職人と組んで事業を続け、かなりの富をものにしたようです。ヨハン・
フストというのはあまり聞かない名前ですが、グーテンベルクだけではな
く、優秀なある科学者や技術者が、何らかの着想を得ても資金がなければ
形にならない。それはいつでも同じだと思います。そのように個人で新し
い技術を発見し事業を展開していく､ いまでいう「起業家」と考えたらい
いと思うのですけど、そういう人がもういたのです。私たちの時代の萌芽
がすでにそこにあったのかもしれないと思います。
そして、近代の個人主義、近代の国民・国家、そうしたものの成立に向けて、
ルターの各国語への聖書の翻訳が最後の一押しをしたように思います。ル
ターの翻訳した聖書はどんどん売れていったようです。また、翻訳をはじ
めとしたルターの執筆活動が、逆に反ルターの言論を生み、反カソリック
あるいはカソリック擁護のパンフレットのようなものが、この時代にたく
さん出版されて、それが印刷業の収益を上げる源泉になっていったようで
す。
ただし、単純に考えてはいけないのは、この時代に文字をきちんと読め
る国民がどのぐらいいたのだろうかということです。はっきりした数値は
出てこないみたいです。今日お話をするにあたって、もう一回基本的な本
を読み直したときに、おそらく 割程度であろうという記述がありました。
実に大雑把ですが、その程度にしかわからないようです。ただ、すべての
人が字を読めるわけではないとしても、読める人が近所に一人いたら、そ
の人に「何て書いてあるのだ」と聞くこともできますし、本がなかったこ
ろよりは、はるかに情報が庶民の手に入りやすくなります。ルターの翻訳
は疑いもなく重要なことでした。
一時は「商売ができなくなったらルターの本を売って歩け」と印刷業の
人たちが言っていたほどに、ルターの本は飛ぶように売れたようです。宗
教的な著作がそれほど売れているという状況はなかなか想像できませんが、
今だったら村上春樹なのでしょうか。かなり売れたみたいです。これは私
の単純な想像ですけれども、誕生しつつあった個人主義的な意識に、「それ
で良いのです。そのまま自分で判断して生きて行きなさい」と勇気を与え
てくるような著作だったのかもしれない、などと想像します。くり返しま
すが、これは純粋に想像です。
15
強調したいのは、テクノロジーは社会を変えてしまうということです。活
版印刷ができたときに書記という仕事がなくなった。そして、印刷によって
ルターの本がドイツに広がる、また、同じような試みがさまざまなところで
なされることによって、ヨーロッパの緩やかな統一性が壊れて、現在あるよ
うな形の国家がそこから生まれてくる。ルターだけいてもダメで、印刷機と
いうテクノロジーがなければ、その後の社会の変化は起こらなかった。もち
ろん逆も言えます。テクノロジーだけがあっても、そこに革命的な人間がい
なければならないわけです。
印刷技術の革命的な意義を体系的に研究したアイゼンシュタインという研
究者のことばによれば、グーテンベルクから始まる活版印刷技術の発達は「承
認されていない革命」ということです。
ルターが登場し活動した、1世紀から 1世紀に移行していく時代に、国
家の原形となるような言語的共同体が生まれてくる。これをヨーロッパの年
表のなかで見なおしてみると、アイゼンシュタインの表現は正しいと感じら
れます。
資料の年表に「1年、フランスがブルターニュを併合」、「1年、イ
ングランドがウェールズを併合」、というふうに下線をしました。ちょうどル
ターが聖書の翻訳をしている時期です。この時期にヨーロッパの各国が近代
に向けて体制を整えていることがわかると思います。
ウェールズというのは、イギリスの西部に位置しています。ブルターニュ
というのは、フランスの北西部にあります。その中間ほどの位置でブリテン
等の西部に細く突き出した地域があります。そこはコーンウォールと呼ばれ
る地域で、アーサー王伝説の聖地のようなところです。
ウェールズにはウェールズ語という独特なことばが生き残っています。今
では大英帝国の一部ですが、ウェールズ語は英語と語彙も構文も違っていま
す。英語というのは、主語・動詞・目的語と並ぶのですけれども、ウェール
ズ語は、動詞・主語・目的語と並ぶことばです。ウェールズのバイリンガリ
ズムが非常におもしろくて、ウェールズ語を何年か勉強したことがあります。
ウェールズ語はケルト系の言語です。ケルトというのは、もともとオース
トリアの中部あたりにあった文化でしたが、ケルト民族が西に移動するにし
たがって西ヨーロッパ全体に広がりました。今では、ケルト文化ということ
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ばはアイルランド文化の別名のように思われていますが、そうではありま
せん。アイルランド、スコットランド、ウェールズ、コーンウォール、ブ
ルターニュ、それらの地域にはケルト系の言葉が今でも残っています。た
だしケルト系のことばには つの系統があって、スコットランド、アイル
ランドに共通するゲーリック系のことばがあります。もう一つは、ウェー
ルズとコーンウォールとブルターニュという つの地域に共通する系統の
ケルト語があります。これが非常におもしろいのです。
ウェールズ語とブルターニュ語というのは非常によく似ていて、ウェー
ルズ語ができる人であれば、ブルターニュに渡って数時間いれば、ブルター
ニュ語は大体わかるようになるのだそうです。ウェールズとブルターニュ、
それとコーンウォールは、言語的に非常に近い形をとっていて、ウェール
ズ語を知っている人、あるいはブルターニュ語を知っている人は、お互い
の場所に行くと、それほど苦もなく相手のことばが身に付けられるのだそ
うです。
これは非常に神秘的な感じがするのですけど、別に神秘的でも何でもな
くて、陸上の運送とか移動が困難な時代には、陸を行くよりも船で渡った
ほうが、はるかに楽に速く目的地に達せるので、文化圏が海を挟んで、ブ
ルターニュからコーンウォールを通ってウェールズに至る地域に、同じよ
うな言語と文化を持った地域ができ上がっていくわけです。ブルターニュ
にいた職人たちがコーンウォールに渡って教会のステンドグラスを作って
いたようですが、その跡も残っています。スコットランドとアイルランド
の関係も同じことです。この二つの地域も海上を通って交流していたよう
です。現在では、交通は陸上のほうがはるかに便利で、海を渡るのは危険
で大変だというイメージがあります。けれど、古い時代、中世とかであれば、
海上のほうがはるかに陸上よりも移動が楽にできたのです。
初期の印刷工場がヨーロッパにどういうふうに分布していたかというと、
ほぼ川沿い、あるいは海岸地域に分布しています。大量の書物をどこかに
運ぶためには、陸上よりも川や海路で運ぶほうが、楽で速いわけです。
もう一度、資料の年表をご覧ください。1年にフランスがブルターニュ
を併合したということは、海で人と人とのつながりが自然に海路を通じて
ゆるやかな一体性を形成していたこの地域を、パリに中心を置くフランス
17
が陸続きであるため分断し併合したということに他なりません。同じ時期、
1年にイングランドがウェールズを併合しますが、言語的に見れば系
統が違うイングランドがウェールズを自分たちの支配下に置いてしまいま
す。1年には、イングランドとウェールズの合同法が制定されます。当
時、ウェールズではウェールズ語が使われていましたが、1年以降は、
法定と行政の場ではウェールズ語を使ってはいけないと規定され、言語的
な統一がなされていくのです。ちょうどルターが翻訳をしてドイツに地域
を超えて国家としての意識の最初の芽生えのようなものをつくった時期に、
フランスではブルターニュが併合されています。また、今の大英帝国では
ウェールズが併合されて、英語を使うことが強制されていくという具合に、
この時期に、現在の国家を成立させる最初の動きが始まっています。近代
国家の起源にはいろいろな議論がありますけれども、言語から見ると 1世
紀の半ばが、最初に近代的国家が成立してくる時期だと私は考えています。
個別にルターの業績を見ていていも、あまりその広がりはわからないの
ですけれども、連動していろいろなところで同じような流れがあって、そ
の中でルターの聖書の翻訳がかなり決定的な影響を及ぼしたということな
のだろうと思います。
重ね重ねになってしまうのですけれども、それもこれも活版印刷技術と
いうものがあって、そこにルターというある種の天才がいることによって、
そういう社会の変化が生まれて、促進されていくということなのだろうと
思います。
．新聞と「世論」の成立
一気に時代をワープし、「新聞」に話題を移します。今、言いましたよう
に、1年とか、1年とか、そのころ徐々に国家というものが領土と
いう形で国境を設定し始めていくことになります。その中で国家が生まれ
て成立し始めると大事になってくるのが国民の意思ということになります
が、それを生み出していくのが「新聞」です。この新聞も印刷技術がなけ
ればつくれないもので、印刷技術というのはかなり強い影響を世界の歴史
に与えているということがわかります。
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私は、イギリス、アイルランドが専門なので、イギリスしか調べていな
いのですが、「著作権」ということばがあって、いまでは当たり前のように
感じられる権利ですが、それもかなり長い間を経て成立してくるものなの
だということが、新聞と印刷にまつわることを調べているとわかってきま
す。
イギリスで「著作権」というものが初めて具体化されたのは 1年の
ことで、著作権は印刷所の親方に与えられました。それも「ステイショナー
ズ・カンパニー」（Stationer’s Company）という印刷所のギルドに属してい
る親方に与えられたそうです。つまり、著作権は、最初、印刷業者に与え
られたのです。何と一つの書物に対して「永遠の所有権」が与えられたよ
うです。
ここで推測できるのは、印刷業者に著作物の権利が帰すると定められる
ということは、今のように著作という行為が個人の知的な営みの産物であ
ると捉えているのではなくて、神の恩寵とか、個人ではないものの力によっ
てそれが書かれていると当時は考えられていたのではないか、ということ
です。具体的には聖書関係の書物が多いわけですから、そう考えるのも自
然かもしれません。ですから、著作物の権利が書いた個人の精神的営みで
はなく、本作りにかかっている労賃とか紙代とか技術、そういうものに権
利を与える根拠が認められたのだろうと思います。
ただ、このころぐらいから徐々に新聞というものが出始めてきます。
11年にイギリス最初の新聞が創刊されます。これは、非常に素朴なも
ので、一面べったりと記事が印刷してあるようなものです。ともかくも今
でいう「新聞」の原形が 1世紀のこのころにイギリスで生まれました。こ
の時期の新聞は必ず検閲を受けたようですし、多数の新聞が発行されたけ
れども、定期的な発行ではなかったようです。
当時、「星室庁」という場所がありました。これは 1年につくられた
イギリス王室の一つの機関で、今で言う刑事裁判所のようです。裁判のプ
ロセスは全部秘密で、かなり恣意的な判決が出たらしく、新聞も場合によっ
てそうして機関によって取り締まられたようです。刑罰はかなり残虐だっ
たようで、手足を馬の足に結びつけて、馬を別の方向に走らせて、体を引
き裂いてしまうような残虐な刑罰もあったようです。そうした判決が非公
19
開の裁判で下るという恐怖を与えて、国民を統治していたようです。
さて、イギリスにおける初期の新聞を考える上で忘れてはいけないのが
コーヒー・ハウスという場所です。イギリスとかフランスとか広くヨーロッ
パに広がっていたようですが、要するにコーヒーを飲むところです。資料
にイラストを印刷しましたが、向かって左側のほうにコーヒーを入れる女
性がいます。その女性の前に、小柄に描いてあるから子どもだと思います
が、その子が今で言うウエイターだと思います。このウエイターがコーヒー
をお客のところに持って行きます。お客さんたちの様子を見てみると、テー
ブルを囲みながら、何かいろいろ印刷物めいたものを手に持っています。
奥のほうでは、壁に掛かった絵を棒で示しながら何かを説明している人が
います。
さっきも言いましたが、1世紀には現在のような教育が普及していた
わけではなく、文字を読める人は限られていました。ですから、文字を読
めて情報を持っている人を中心として、新聞に載っている情報をみんなで
共有し議論をする場所にコーヒー・ハウスがなっていたようです。そして、
この議論の場から社会を変革しようとする様々な動きも生まれていったよ
うです。
それぞれのコーヒー・ハウスには、ある種の専門性があったようです。
後のロイド銀行に発達するような経済情報を扱うコーヒー・ハウス、科学
的情報を扱うコーヒー・ハウスとか、政治を扱うコーヒー・ハウス、様々
な専門性を備えたコーヒー・ハウスができたようです。そうした場所で新
聞の情報をもとに議論を交わし行動の方針を決める、そうしたプロセスが
くり返されます。また、コーヒー・ハウスなどで議論した結果を新聞に投
書することで、はじめて「世論」というものが形成され始めます。
このコーヒー・ハウスというのが近代の民主主義の最も理想的な形であ
ると、ドイツのハーバーマスという社会学者が言っています。少し理想化
しすぎているようにも思いますが、印刷技術によって新聞の発行が可能に
なり普及し、徐々に民主主義の基礎がつくられていくわけです。
このコーヒー・ハウスは、時のイギリス国王などに恐怖を与えたらしい
です。つまり、コーヒー・ハウスが反国王派の拠点になっていくことを恐
134
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れたわけです。そこで、1年にコーヒー・ハウス禁止令というのが出
るのですが、反対が激しく 1日後に撤回ということになったようです。
ルターの聖書にしても、新聞にしても、みんながみんなそれを読めたわ
けではない。けれど、情報を共有することによって人と人とが結びついて
一つの集団が形成されていく。それが大きな規模では国家さえ形成してい
くし、市民的なレベルでいえば政治勢力を結集していきます。私は、政治
学者でも経済学者でもなくて、文化を研究対象にしています。最近あらた
めて「文化」をもう一回きちんと考え直そうと思っています。
文化というのは人と人とがつながらなければ生まれないでしょうし、そ
の人と人とが広い意味での情報を共有することなしには文化というのは生
まれないだろうと思っています。お叱りを承知で思い切って単純化すれば、
「政治」は国境をはじめとした様々な「境界」を設定して、人と人を分断し
ます。文化は人と人のつながりを前提とし、新しい人と人との関係を築き
ます。そんな素朴な発想から、政治的な世界の見方ではなくて、文化を通
して世界を見直してみたいと思うので、こういうメディアの発達などに非
常に関心があるのす。コーヒー・ハウスが本当に民主主義の理想かどうか
かわかりませんが、望ましい人と人との情報共有の場として、かつてそう
いう場所があったのだということは理解できます。
さて、話を進めて行きます。先ほど、著作権というのが印刷業者に与え
られたと言いましたが、個人が政治的な発言をする場が、新聞によって確
保されていって、どんどん個人というものが際立ってきます。11年に「ア
ン法」（Copyright Act）と呼ばれる法律が施行されます。これはイギリスの
文化史上きわめて大切な法律です。当時のアン女王が定めた法律なので「ア
ン法」と呼びます。アン女王は個人的にはあまり幸福ではなかったようで、
生んだ子どもが次々に死んでしまったようです。ただ、非常に民主的な政
策をとる女王で、それまでは非公開だった国会の議論を、部分的にではあっ
たようですが、国民に公開していくという政策も採っています。このアン
女王のときに、著作権が初めて個人、著作家に与えられたのだそうです。
書物を作ることは個人の知的で創造的な活動の産物であると、法として初
めてイギリスで認められました。その点が「アン法」の今日的な重要性です。
21
ルターの聖書の翻訳が西洋の個人主義の一つの源泉だといわれ、時代を
下った 1世紀には個人というものの権利が相当重要なものとして社会の中
で認識されて承認されたのだなということが、こういう法を見ることによっ
て明らかになると思います。
もう一つ、さっきのコーヒー・ハウスですけれども、あるところに複数
の人たちが集まって、そこで意見をつくって、それを新聞に投書する。そ
の新聞の投書というのは、当時はネットも何もないわけですから、唯一、
政治家に対して、あるいは国に対して、国民がものを言える場所であった
ということになります。そういう新聞の投書欄などが、今でいう「世論」
というものの原形になっていくわけです。
「世論」がこの時期に成立しているのだなというのがわかるのが、11
年の Oxford English Dictionary です。この辞書は英語の最も権威のある辞
書です。今ではネットで簡単に見られますが、私が学生だったころはまだ
紙媒体で､ 百科事典ほどの本が 数冊ほどもある辞書でした。あることば
の語源から各時代の用例がずっと載っています。その辞書に 11年に初
めて「世論」（public opinion）という語が収録されたようです。
最初は危険だといって簡単に抑圧されてしまった国民の意見が、新聞と
いうメディアの発達とともに無視できなくなり、政治家たちに対抗する言論、
世論として認められて言ったのがこの時代なのだということがわかります。
今では個人に与えられることが当然とされる著作権とか、世論というよ
うなものが、このように長い時間をかけて一般の人が戦いながら勝ち取っ
てきたものであるということがわかるような気がします。
．ラジオとマス・メディア
突然、文字と関係のないメディアの話になりますが、最後にラジオにつ
いて見たいと思います。その後で、最初にお話しした、学生が私に突きつ
けてくれた文化の基盤の話に戻っていこうと思います。
登場した当時、すべての人々が新聞を読めたわけではないとすると、新
聞までは、どちらかといえば知的な階層のためのメディアと言えるかもし
れません。新聞とは違って、一般の国民が気軽に情報を受け取れるメディ
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アとして登場してきたのがラジオだと思います。
イギリスとアメリカにおけるラジオの誕生と普及のプロセスは実に興味
深い対照を示しています。
イギリスのラジオ放送の理念には、新聞が世論という形でつくりだした
国民の相互理解であるとか、情報発信であるとか、そういうものの延長線
上として、国というものを、新しいラジオというメディアで守ろうという
指向が非常に強くあらわれています。
ジョン・リース（John Reith）という人がいました。現在のＢＢＣの初代
会長です。ＢＢＣというと、権威付けられていて古くさいイメージがありま
すが、当時のラジオは、たぶんいまでいうネットビジネスのようなもので
あったのかなと思います。1年に、ジョン・リースという人が 歳で、
いまのＢＢＣのもとになっている組織の長に就任します。いまでもイギリス
に行くと、1月 1日にＢＢＣラジオで「リース・レクチャー」という特別番
組が放送されます。初代会長の名前を冠した講義で、世界中の一流の知識
人が講義をします。
ＢＢＣはあくまでも公共放送でした。「公共への福祉」とか、「分散した異
なった人々の絆を結び、同時に国民の生活の象徴的な中心地を作ること」
とか、情報を提供して、情報を共有することによって、離れた地域の国民
が一つの国に住んでいるのだという意識を醸成することを目的としていま
した。
資料にはジョン・リ スーのＢＢＣ会長就任時のスピーチを訳しておきました。
リ スーのことばを見ると、「我が国における公共放送の発達は急速で驚くほ
どである。二年前には、無線に熱中する少数の人々の関心しか引かなかっ
た・・・影響力のある二十社ほどがアメリカの例にならいそれぞれ独自の番
組を提供する準備が整った現在」と言っていますから、当時、いくつかラジ
オ局があったのでしょうが、イギリスはそれをＢＢＣ一局にしてしまいます。
リースは「政府は賢明にもイギリスには一つの放送局だけが存在すべきであ
るとの決断を下すに至った」と言っています。イギリスというのは歴史と伝
統の長い国ですが、国家としては決して一枚岩というわけではなく、不安
定な要素も抱えています。それをラジオ放送を使って一つに統合していこう
としていたわけです。経営は受信機購入の際に徴収されるライセンス料や税
23
金によって行われていて、広告を打って収益を上げるというようなビジネス
モデルではありませんでした。
それに対してアメリカは徹底的に自由競争をさせます。このころからア
メリカは徹底的に競争原理で動いているというのがよくわかります。そし
て、自由に競争させるということは見方を変えると管理を嫌うことを意味
しています。アメリカのラジオ放送局がどう成立していったかを調べてい
て、そのことを考えさせる出来事を知りました。
ラジオ放送が本格化する少し以前、11年に、無線の技術が一般化し
て、趣味で無線をする人が出てきたそうです。いわゆる、ハムとよばれる
趣味です。その趣味で無線をする人たちに無線を勝手に使われると軍隊の
通信と混信してしまうのだそうです。それが軍事上非常に問題であるとい
うことで、軍隊が議会に、アマチュアや軍が使用する周波数帯をそれぞれ
限定しろと言ったそうです。それに対して、当時の政治家は「私たちは大
空は誰に対しても自由に開かれているという考え方とともに育てられてき
た」から、無線の周波数帯を規制することは間違っていると言ったようです。
いずれにせよ、イギリスとは好対照的で、この時期アメリカには数百と
いうラジオ局が乱立していたようです。ＢＢＣのように公共の目的に奉仕す
るわけではありません。この頃、アメリカにＫＤＫＡというラジオ局ができ
たのですが、広告料を取って運営した初めてのラジオ局だといわれていま
す。
ある時、試験的なラジオの放送の最中に蓄音機の音楽をラジオで流したら、
問い合わせがラジオ局に殺到したのだそうです。それを聞いた蓄音機の会社
が、ラジオ局から金を取らなくても、むしろ蓄音機の音を流した方が商売に
なると考えて、広告料をＫＤＫＡに払ってＫＤＫＡに蓄音機から音楽を流すこ
とを許したのだそうです。そこからアメリカの商業的なラジオ局が成立して
いって、ラジオというのがものすごい勢いで広まっていったようです。
どのくらい市場規模が広がったかを調べたのですが、このころにはきちっ
とした統計資料がなかいのですが、1年には 1万台で 千万ドルの
市場規模だったのが、年たったら何と 万台になったようです。
倍です。市場規模は 千万ドルから 億 千万ドルということで 倍です。
さっきも言いましたように、統計を毎年とっているわけでもなかったよう
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なので、台数の 万台というのは 1年で、億 千万ドルというの
は 1年の数値なので、時期的なズレがあります。とは言え、1年
から 年という 年間で 倍に市場が拡大したようです。
どうしたらこの拡大の規模を実感できるかと思って、スマホをあたって
みました。例えばスマートフォンの使用者率を見てみると、平成 年には
人口の.％が使っていましたが、平成年には％に広がったようです。
年間で 倍です。これは国民の総人口に対するパーセンテージなので単
純に比べられないのですけど、年間で 倍ぐらいの伸びをスマホが示し
ている。ラジオは、台数でみると 年間で 倍ということで、凄まじい
勢いで広がっていったのだろうなということが想像できます。
なぜ最後に文字と全然関係のないメディアの例を出したかと、疑問をお感
じになっているかもしれません。ラジオは文字を媒介としていません。また、
アメリカのラジオ局は初期から広告料を取って放送しています。そのため社
会階層や学歴、年齢、性別など関係なしに楽しめる番組を放送していたと
いう意味で、ラジオができたころ、特にＫＤＫＡというアメリカのラジオ局が
商業放送に踏みきった時期、今でいうマス・メディアが完成したと考えて良
いだろうと私は考えています。そのことを言いたかったのです。
．あらためて「文字」について
そのときに問題になってくるのが、さっきのＢＢＣもそうですし、その前
の新聞やコーヒ ・ーハウスもそうですが、一つの情報を共有することによっ
て人間の集団ができ上がってくる。かつては情報源が限定されていて国民
が同じ情報を受け取っていたので、国民としての意見を形成しやすかった
のではないかと思います。けれど、かつてＢＢＣが理想にしていた、あるい
は新聞が実現したような、国民の意思形成の役割を、現在の新しいＳＮＳと
呼ばれるようなメディアは持たないだろうと思います。もしそうであれば、
今まで見たような気の遠くなるような流れの中ででき上がってきた人間や
国家、今の社会のあり方が、大きく変わる可能性もあるだろうと思います。
グーテンベルクの活版印刷技術によって西洋の社会があれだけ大きく変
わっているということは、情報共有の仕方、情報共有を可能にしているテ
25
クノロジーのあり方が、私たちの社会に大きな影響を与えるということを
想像させます。誰でもそう思っていて、ある種の不安を感じるわけですけ
れども、それがどこまで大きな変化をもたらすのかというのは、もちろん
わかりません。もしかしたら、これは何百年か経たなければ明瞭にならな
い変化なのかもしれません。
冒頭に申し上げたように、学生は、動画、映画とかアニメならば一生懸命
議論しあいます。その様子を見ていて、若い人たちは、どのメディアを一番
大事に思っているのかを知りたいと思い、毎年授業の最後に「あなたにとっ
て一番大事なメディアについて、なぜかという理由とともに書いてください」
という質問をし、授業の感想と一緒に書いてもらいます。答えは想像通りで、
多くの学生たちは「映像」だと言います。ある学生はこんなことを書いて
いました。料理の仕方などを文字で想像しようとすると非常に難しい。何
をすればいいのかがわからない。だけど、YouTubeでその料理をつくって
いる動画を見れば一発でわかる。やらなければいけないこととか情報がわ
かりやすく手に入るから動画が大事だというのです。
もちろん、本が好きという意味で「活字」文化を挙げてくれる学生もい
ます。小説が好きで、村上春樹は全部読んでますとか、司馬遼太郎は全部
読みましたとか、そういう学生もかなりいるのですけれども、多くは動画
を挙げます。
もちろん文字もたくさんネット上に溢れています。ツイッターを始めと
して、いろんな文字情報が見られるのですが、文字が動画や写真と一緒に
なっているところが気になります。なぜかというと、文字は人間の想像力
を解放したと思っているからです。
よく学生が文句を言うのを聞きます。自分が読んだことのある太宰や三
島の小説が映画化されたのを見たらガッカリしたというのです。それを聞
いて、少し、ほっとします。文字で小説を読んだ時には、自由に自分のイ
マジネーションが広がります。実際の俳優が演技してしまうと、イマジネー
ションは自由に広がりません。そうすると、自分が自由に思い描いていた
小説の世界ではなくて、その俳優の世界に変わってしまうので非常に不自
由を感じたのでしょう。そう感じるのだったら、文字で想像を膨らませる
能力が落ちているわけではないと安心するのです。けれど、現在使われて
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いる Facebookなどでは、写真を載せて一言書けば、それで何か表現したよ
うな気になれます。静止画や動画は、文字を使う煩わしさから解放してく
れます。ですが同時に人の想像力を限定します。
文字は自由です。例えば、「朝」とたった一文字このホワイト・ボードに
書いたとします。その「朝」という一字を見た時に、見た人が 1人いたら
1人とも違う情景を想像すると思います。朝の味噌汁の臭いを感じる人も
いれば、トーストの臭いかもしれないし、混んだ電車かもしれないし、ジョ
ギングをしているさわやかな公園かもしれない。文字というのは想像の範
囲を広げてくれるところがあります。学生にときどきしゃべるのですけど、
「“朝 ” って写真でどうやって表現する？」というと、大体が「高層ビルの
向こう側から太陽が昇ってくるところを写します」と答えます。つづけて
聞いてみます。「“夕陽 ”は？」といったら答えは「高層ビルの向こう側に
沈んでく夕陽を撮ります」です。「では、“白夜 ”ってどうしたら表現できる」
というと、学生たちは困ってしまいます。太陽が沈まない夜なので、夕焼
けと同じような色がずっと空に残ります。「白夜」と言えば簡単に想像でき
るのですが、写真でそれを再現しようとするとかなり難しいことになりま
す。「ことば」とそれを表す「文字」は人間の想像力を解放してくれるもの
だろうと思います。
「文字文化」に対するいろんな批判はあるのですけど、私は文字の中で育っ
てきたので、文字を大事にしたいと思いますし、文字の世界に誘いながら
若い人たちの想像力を、どこかでもう一回活性化したいと思いながら授業
をやっています。
1時間半たったと思いますので、ここで私の話は終わりにします。拙い
話をお聞きいただき、どうもありがとうございました。（拍手）
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司会　ありがとうございました。
少し時間を設けさせていただきまして、ここで質疑応答の時間にした
いと思います。非常に興味深いお話だったかと思います。もしご質問等
ございましたら手を挙げていただければと思います。いかがでしょうか。
鈴木　補足としてつまらない話をさせてください。
「文字」ですけど、例えば有名な「私の耳は貝の殻、海の響きを懐かし
む」という詩があります。あの詩をゆっくりと暗唱して「私の耳は貝の殻」
というところで休止すると、実に奇妙に思えるのですが、「海の響きを懐
かしむ」と続けると、なるほどと思わせられます。もし、あの言葉が表
しているものを実写で撮るとしたら、どうなるでしょうか。かなり奇妙
な絵柄だと思います。実写とか画像などでは表現できない、見た目を超
えた世界をつくれるという意味で、「文字」の表現はすごいと思わないか、
と学生に言うのですけど、あまり反応してくれませんけれども、そんな
ことを考えております。
司会　ありがとうございます。では、ひとつご質問が出ましたので。
質問　大変興味深いお話をありがとうございました。盛りだくさんで大変
楽しませていただきました。一つ教えていただきたいことがあります。
頁にあります 11年、イギリス最初の新聞「クーラント」ロンドンで
発行は官報のことでしょうか。官製のものでしょうか、統治ということ
の意味でしょうか。
鈴木　単に新聞という意味です。
質問　民間人が印刷したもの。
鈴木　はい、そうです。
質問　ありがとうございます。そして、地域性、川べりの印刷所というと
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ころでも、とても興味深く拝聴いたしました。『百科全書』等もフランス
からオランダにお願いして、そして印刷してもらったような経緯もあり
ますので、地域性にかかわりましては、1年 London Gazette発行と
あるのですけれども、この都市の名前を新聞の名称に付けるというその
アクションの例として、先生はこれを載せたのでしょうか。
鈴木　当時は流通網がいまほど発達してないですから、配送する距離に限
界があるので、どうしても地域ごとで発行することになってくると思う
のです。ですから地域ごとに新聞が発行されていたみたいです。
質問　では、イギリスにおいても各都市の都市名を新聞のタイトルに入れ
る。それが1世紀後半には普及していたと解釈してよろしいでしょうか。
鈴木　おそらくロンドンとかに行って、情報がコーヒー・ハウスなどでた
くさん取れるというのを知った人が、地元に帰って、そういう行動をし
たかもしれないと想像していますけど、詳しくは調べてはいません。
質問　わかりました。最後に、「クーラント」というのは何の名前でしょうか。
タイトルというのが何の記号であるか。
鈴木　心地よい舞曲、そんな感じの意味だったと思います。
質問　わかりました。カタカナだったので。よくわかりました。ありがと
うございます。
司会　ほかにはどなたかございませんか。
確かに現在は、「ことば」「文字」「テクノロジー」というのは当たり前
のように使っているのですけれども、先生のお話にあるように、長い歴
史の中で生まれてきて発展してきたということがよくわかりましたし、
最後に先生が、映像ではなく「ことば」にこだわりたいというお話があっ
たかと思いますが、先生のおっしゃる「想像力の解放」ですか、想像力
29
というのはとても豊かなものだと思いますし、私たち図書館職員も若い
学生に対して、そういったことも伝えていけたらいいなと思った今日の
講演でした。どうもありがとうございました。
それでは、皆さん、先生に盛大な拍手をお願いいたします。（拍手）
以上をもちまして、本日の講演会を終了させていただきます。
皆さんに事務的なご連絡ですけれども、せっかく明治大学和泉図書館
にご来館いただきましたので、ご利用証をお持ちの方は普段通りお使い
いただいて結構ですけれども、ご利用証をお持ちでない方も、本日は見
学をしていただくことを可能にしておりますので、インフォメーション
カウンターで、講演会に来たとお伝えいただければ、ご自由に見学いた
だけます。その際、撮影はご遠慮いただきたいと思いますので、そちら
の方のご配慮をいただいた上で、どうぞご自由にご見学ください。
それでは、お忘れ物のないようにお帰りください。ありがとうござい
ました。（了）
144
00- 論文（横書き）.indd   1 2017/03/01   17:10:59
28
ころでも、とても興味深く拝聴いたしました。『百科全書』等もフランス
からオランダにお願いして、そして印刷してもらったような経緯もあり
ますので、地域性にかかわりましては、1年 London Gazette発行と
あるのですけれども、この都市の名前を新聞の名称に付けるというその
アクションの例として、先生はこれを載せたのでしょうか。
鈴木　当時は流通網がいまほど発達してないですから、配送する距離に限
界があるので、どうしても地域ごとで発行することになってくると思う
のです。ですから地域ごとに新聞が発行されていたみたいです。
質問　では、イギリスにおいても各都市の都市名を新聞のタイトルに入れ
る。それが1世紀後半には普及していたと解釈してよろしいでしょうか。
鈴木　おそらくロンドンとかに行って、情報がコーヒー・ハウスなどでた
くさん取れるというのを知った人が、地元に帰って、そういう行動をし
たかもしれないと想像していますけど、詳しくは調べてはいません。
質問　わかりました。最後に、「クーラント」というのは何の名前でしょうか。
タイトルというのが何の記号であるか。
鈴木　心地よい舞曲、そんな感じの意味だったと思います。
質問　わかりました。カタカナだったので。よくわかりました。ありがと
うございます。
司会　ほかにはどなたかございませんか。
確かに現在は、「ことば」「文字」「テクノロジー」というのは当たり前
のように使っているのですけれども、先生のお話にあるように、長い歴
史の中で生まれてきて発展してきたということがよくわかりましたし、
最後に先生が、映像ではなく「ことば」にこだわりたいというお話があっ
たかと思いますが、先生のおっしゃる「想像力の解放」ですか、想像力
29
というのはとても豊かなものだと思いますし、私たち図書館職員も若い
学生に対して、そういったことも伝えていけたらいいなと思った今日の
講演でした。どうもありがとうございました。
それでは、皆さん、先生に盛大な拍手をお願いいたします。（拍手）
以上をもちまして、本日の講演会を終了させていただきます。
皆さんに事務的なご連絡ですけれども、せっかく明治大学和泉図書館
にご来館いただきましたので、ご利用証をお持ちの方は普段通りお使い
いただいて結構ですけれども、ご利用証をお持ちでない方も、本日は見
学をしていただくことを可能にしておりますので、インフォメーション
カウンターで、講演会に来たとお伝えいただければ、ご自由に見学いた
だけます。その際、撮影はご遠慮いただきたいと思いますので、そちら
の方のご配慮をいただいた上で、どうぞご自由にご見学ください。
それでは、お忘れ物のないようにお帰りください。ありがとうござい
ました。（了）
145
00- 論文（横書き）.indd   15 2017/03/01   17:10:59
